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「令和 7（2025）年度通常総会の開催にあたって」

公益社団法人茨城県看護協会　会長　白川　洋子

　私たちを取り巻く環境の変化は、加速しているように見えます。自然のみならず、暮らしや経済

等も目まぐるしい変化を続けています。「大阪万博2025」が開催され、世界の英知に目を向ける眼

差しの先に、私たちはどんな未来を創造していけるでしょうか。とは言っても、私たちは今を生き

る存在として、他者のいのちに気を配り、生命兆候を観察し、時には切迫しながらも絶やさないケ

アを得意とする専門職集団です。

　さて、今までにも増して看護職の人材確保に拍車が係っていますが、看護職不足は以前から慢性

的に進んでおり、看護学校や大学等が増えても解決されないままに至っています。需要と供給のバ

ランスや、人々の受療行動、一般市民への健康教育、そして高度臨床実践家の育成等、上げれば枚

挙に暇ないほどの要因が重なり、今に至っております。しかし、多くの看護職は誇りをもって看護

に取り組んでいます。身近な同僚や後輩、そして諸先輩の看護の姿を、時には瞼に浮かべて思い出

しては如何でしょうか。近代看護の祖であるナイチンゲールは、私たちの隣にいるのです。看護の

価値を上げましょう。

　看護の価値とは何か、看護という行為はすぐに目の前から消えますが、人々の記憶に残り、エネ

ルギーを与えてくれます。どのような看護が患者の回復力を引き出すのか、私たち看護職は経験知

を蓄えています。そして、優秀な実践家は他者の記憶に残り続けています。従って私たちは看護を

伝える方法を会得する必要があります。

　そこで、茨城県看護協会では例年「看護研究学会」を開催しています。キャリアの少ない看護職

の参加が多いことが特徴です。これは初心者の教育に力を入れている様々な医療機関や施設等の表

れとも言えます。実際には、どのようなケースを担当し、どのような看護を提供しているかが分か

り、多くの看護実践を知ることができます。そこで互いの意見を交わしながら他者からの評価と自

己評価をする経験をします。このプロセスを辿りながら成長していきます。このような経験を通して、

看護職それぞれの自信につながっていることが推察されます。

　茨城県看護協会は、それぞれの看護職の「初めの一歩」を大事にし、「看護にこだわり続けられる

看護職」の育成に、より一層取り組んでいく所存でございます。
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提　出　議　題
第一号議案　令和7年度茨城県看護協会　名誉会員の推薦（案）について

●山本　かほる　（73 歳）

（推薦理由）

　昭和 49 年 4 月～昭和 51 年 3 月までの 2年間を茨城県立中央病院へ入職し助産師として勤務された。昭和

51 年 4 月より水戸市へ、保健師として入職された。水戸市では、市民部国保年金課、保健衛生部保健衛生

課を経て、平成 5年 4月より常澄保健福祉センター保健予防係長兼高齢福祉係長、保健福祉部介護保険課課

長補佐、保健福祉部高齢福祉課地域支援センター所長・水戸市地域包括支援センター・介護予防支援事業所

管理者として平成 20 年 3 月退職までの 31 年間、水戸市内の地域保健活動、保健医療行政に携わり、保健師

のリーダーとして活躍された。

　退職後の平成 20 年 4 月には、東京有明医療大学看護学部において、教員として 6 年間を看護職の人材育

成に情熱を傾け取り組まれた。

　平成26年 6月からは、2年間を本会専務理事として県内看護職の質の向上や職場環境の改善に取り組まれ、

協会事業に貢献された。退任後、平成 27 年 9 月からは、茨城キリスト教大学看護学部の教授として県北地

域において人材育成に携わると共に、平成 28 年 6 月から現在に至るまで茨城県看護連盟会長も就任され精

力的に活動されている。

（茨城県看護協会における功績）

平成 5年～平成 10 年までの 6年間 保健師職能委員を務めた。

平成 7年～平成 9年までの 3年間
先駆的保健活動交流推進事業プロジェクトに携わる。

（平成 7年プロジェクト委員長、平成 8,9 年は委員）

平成 11 年～平成 20 年までの 10 年間 地域訪問看護推進委員会・介護保険委員会委員

平成 17 年 看護大会実行委員長

平成 26 年～平成 28 年までの 2年間 専務理事

平成 26 年の 1年間 公益事業推進委員

　以上より、長年にわたる看護教育や看護協会活動に寄与された功績は大きく、茨城県看護協会名誉会員と

して、相応しいと考えられることから、推薦する。

（主な表彰歴）

・茨城県知事賞（H18 年度）

・日本看護協会長表彰（H29 年度）

●青山　千代子　（76 歳）

（推薦理由）

　昭和 45 年　国立水戸病院へ入職される。昭和 60 年 4 月より平成 8 年 12 月まで、看護師長として国立療

養所晴嵐荘病院に就任される。この間に本会の教育委員を歴任し、看護職の資質向上に貢献した。平成 8年

12月から平成9年 3月には副看護部長として西小千谷病院で勤務し、その後平成9年 4月より国立渋川病院、

国立埼玉病院、東京医療センターで勤務された。平成 15 年 4 月には看護部長として国立中信松本病院に就

任され、平成 21 年 3 月に国立療養所多摩全生園を退職された。
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（茨城県看護協会活動における功績）

昭和 63 年から平成元年の 2年間 教育委員

平成 21 年から任期満了までの 6 年

間

常任理事・教育委員・認定看護管理者教育委員を 5 年間勤め、

認定看護管理者教育の質向上、茨城県看護教員養成講習会運営

委員等も兼ね、県内の看護の質向上に力を注いだ。また、看護

職の質向上のための活動の拠点としての看護研修センター拡張

整備にも計画検討委員として尽力した。

常任理事を退任後、令和元年まで訪問看護の推進、充実のため、

茨城県委託事業として「訪問看護推進事業」を担当し、在宅医療・

訪問看護の人材育成・充実・推進を図った。

　以上のとおり、長年にわたり協会事業に寄与した功績は大きく、茨城県看護協会の名誉会員としてふさわ

しいと考え、推薦する。

●太布　和子　（78 歳）

（推薦理由）

　1968(S43) 年 3 月　国立水戸病院附属看護専門学校を卒業、4月国立水戸病院へ看護師として勤務された。

1977 年 9 月には国立療養所晴嵐荘病院に看護婦長として就任、1988 年 10 月看護師長で国立水戸病院へ就任。

1990(H2) 年 10 月より副看護部長に昇格され、国立沼田病院、国立立川病院、国立精神・神経センター武蔵

へ勤務された。1998 年 4 月には看護部長に就任され、国立療養所西群馬病院に勤務。その後 2000 年 4 月に

国立埼玉病院、2003 年 4 月には茨城県国立水戸病院へ異動され、2007 年 4 月に定年退職された。看護管理

者として質の高い医療・看護を提供すべき看護職員の資質向上に向けて尽力した。

（茨城県看護協会活動における功績）

2007 年 7 月～ 2009 年 7 月までの 2年間 教育委員

2009 年 7 月～ 2015 年 7 月までの 6年間 専務理事として、発展性のある協会事業の推進に尽力した。

2013 年 4 月～協会立看護小規模多機能型居宅介護事業所　絆　

管理者を兼務され、協会専務理事を退任後

も看護小規模多機能型居宅事業所絆の管理者を 2019 年 6 月まで

就任され、住み慣れた地域で暮らす人々に、専門性の高い看護

サービスを提供し支援した。

　長年にわたる看護協会活動に寄与した功績は大きく、茨城県看護協会の名誉会員として、相応しいと考え

推薦する。

（主な表彰歴）

・茨城県看護協会長表彰（H17 年度）

（年齢は 2025 年 6 月 20 日現在のものである）
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重点事業：
１　専門職としてのキャリア継続の支援と生涯学習の推進
　１) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　２) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　３) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　
２　看護職の働き方改革の推進
　１) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　２) タスクシフト／タスクシェアの推進
　３) 地域における看護職の就業及び復職支援

３　地域における看護提供体制の強化
　１) 住み慣れた地域で暮らすことへの支援
　２) 在宅医療を担う人材の育成・活用
　３) 産業領域における保健師等の活躍促進に向けての検討

４　組織基盤の強化
　１) 入会率５０％以上の獲得
　２) 県内訪問看護ステーション及び看護小規模多機能型居宅介護事業所の業務効率化
　３) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　４) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　看護職を取り巻く変化の一つに、地域包括ケアシステムの構築が進み、医療も「病院完結型」から「地域
完結型」へ移行している。看護の質の向上を目的とした看護職のキャリアに応じた継続教育に更に取り組ん
でいく必要がある。新たな社会のニーズに対応できる質の高い看護を提供していくためには、様々な場で勤
務する看護職のキャリアアップのための支援を強化する必要があることから、本会としては、質の高いジェ
ネラリストの看護師の育成を図っていく。看護の本質ともいえる「ケアリング」や「看護理論」の看護への
適応を目的とした質の高いジェネラリストの看護師を育成するプログラムを評価・修正し、職業キャリアを
成熟させる支援が重要である。
　また、特定行為に係る研修制度は 2015 年に開始したが、各施設で、その人材を活かしきれていない状況
がある。特定行為研修修了者が自身の能力を発揮し、自組織において役割を遂行できるように自組織の環境
を整え、特定行為研修終了後の継続学習の支援と知識・技術・態度のブラッシュアップのための支援を継続
して行う必要がある。
　看護管理者については、コロナ禍おいてもオンラインを活用し、受講者の教育効果が下がらないように工
夫しながら全課程を修了している。引き続き、多様なヘルスケアニーズを持つ個人・家族・地域住民に対し
て、質の高い組織的看護サービスを提供できるよう、認定看護管理者の育成に努める。また、看護管理者は
課題解決のため幅広い研修へのニーズに対応する認定看護管理者教育課程の教育内容を補完する多くの研修
の企画が必要である。
●実施内容
１) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　⑴ 　教育研修によりあらゆる分野で活動する看護職の実践力の向上を図り、看護職のキャリア成熟（関心

性、自律性、計画性）につながる支援をする。
２) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　⑴　ファースト・セカンド・サードレベル３教育課程の開催
　⑵　看護管理実践後のフォローアップ研修 
  ⑶ 　新たな認定看護管理者制度及び認定看護管理者に求められる能力に基づいた各課程のカリキュラムの

策定
３) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　⑴ 　特定行為研修修了者の働き方や役割、院内の体制整備に関する研修や研修修了者のスキルアップ研修

の開催
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　少子高齢化社会により労働力人口が減少する中、看護職として就労する者を一定程度確保する必要がある。
そのためには就労中の看護職及び定年後の看護職が働き続けられる職場の開拓と支援、さらに看護職を目指
そうとする中高生への職業紹介等の周知活動に取り組む。
　令和 6 年 4 月には医師の時間外労働の上限規制を受け、医療機関においてタスクシフト / タスクシェアの
動きが加速する。看護職の業務負担が大きくならないような対策が求められており、その一つとしてかねて
から看護補助者へのタスクシフト / タスクシェアに取り組んできた。しかし、看護の現場は看護補助者不足
のため、本来の看護業務と周辺業務（清掃、片付け等）を担っている現状がある。今後は看護職と看護補助
者が協働して看護を提供できるような研修を計画していく。また、ハローワークと協働して一般の方に看護
補助者の仕事を周知していく。
●実施内容
１) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　⑴　健康で安全な職場（ヘルシーワークプレイス）推進の研修及び情報提供
　⑵　定着促進コーディネーターの活用推進
２) タスクシフト／タスクシェアの推進
　⑴　働き方改革についての状況把握
　⑵　看護補助業務の周知
　　①ハローワーク・福祉人材センターとの連携
　⑶　看護補助者研修
　　①日本看護協会からのＤＶＤ研修
　　②２００床以下の施設対象への研修
３) 地域における看護職の就業及び復職支援
　⑴　ナースセンター相談体制の充実（県内５か所）
　　①求人施設訪問によるマッチング強化
　　②職業紹介責任者講習による相談員質の向上
　⑵　人生１００年時代のキャリアプラン支援
　　①４５歳以上の看護職を対象としたセカンドキャリア研修
　⑶　潜在看護師の就業支援
　　①未就業看護職への復職支援・相談
　⑷　将来の看護職確保に向けた取り組み
　　①若年層に看護の出前授業と相談
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　2040 年の社会情勢は、生産年齢人口の減少、高齢人口割合の上昇、一人暮らし等の孤立化などが進むと
予想される。また、リスクの高い妊産婦の増加や育児の孤立化による産後うつ・子どもへの虐待等の問題が
山積しており、成育医療等の提供にあたっては、母子の心身に関する問題を包括的に捉えた適切な関わりが
求められている。
　このような社会状況下で、看護職が地域の人々の健康と生活をどのように支えるかという視点で、看護提
供体制のあり方をより一層強化していく取り組みが必要となる。地域包括ケアシステムは、すべての人々の
生活を地域で支えるものであるとの考えであり、地域包括ケアシステムの推進により人々が疾病や障害を
持って暮らすことになってもできるだけ生活の質を維持し、尊厳を持ってその人らしく生活できるよう、引
き続き取り組み、また、高齢者だけでなく、子どもを産み育てる人々、子ども、障害のある人々、すべての
人々の生活を地域で支援する体制が必要である。
　さらに、在院日数が一層短縮され、療養の場が暮らしの場にシフトすることが見込まれる中で、医療機関
で活躍する看護職には、暮らしの場での療養が継続可能となるよう体制整備する役割が求められ、また、専
門性の高い看護職にあっては、所属する医療機関のみならず、地域の人的資源として活躍することが求めら
れる。
　このような現状をふまえ、本会では、地域における保健師、助産師、訪問看護師等在宅医療を担う人材の
確保・育成に積極的に取り組むとともに、他職種とも連携しながらその力を十分に発揮していく体制の構築
を図っていく。
●実施内容
１) 住み慣れた地域で暮らすことへの支援
　⑴　ウィメンズヘルスケアの推進
　　ウィメンズヘルスカフェの開催
　　 （思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに合わせての看護職から

の助言、語り場の提供）
２) 在宅医療を担う人材の育成・活用
　⑴　訪問看護支援事業の継続と活用
　⑵　専門家活用の推進（政策要望・広報活動）
　⑶　外来における在宅療養支援能力向上
３) 産業領域における保健師等の活躍促進に向けての検討
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　業務の効率化や会員入会促進に向けた取り組みは、本会全体を支える組織強化の基盤となるものである。
重点政策を着実かつ円滑な実施をし、看護職への更なる周知を図るとともに、看護学生から組織への認知度
を高め、入会促進につなげていく必要がある。
　さらに、前年度（令和５年度）創設された「賛助会員制度」により、本会の事業運営に賛同する企業・団
体・個人等の賛助会員の支援を得て、本会事業の更なる推進を図っていく。
　今般、医療が地域完結型へと移行が進められるなか、地域に根づき、継続的な看護の提供が可能な拠点と
して、訪問看護及び看護小規模多機能型居宅介護事業所は有力な場となり得る。一方で病院領域から在宅領
域へ流れる看護職は少なく、在宅領域の人材不足は深刻である。引き続き、公益法人として、県内の訪問看
護ステーション・看護小規模多機能型居宅介護事業所等の医療ＤＸの導入を推進し、業務の効率化を図ると
ともに、新興感染症等さまざまな危機に対応できる人材の育成に注力する。
　また、看護政策を推進していくうえで、委員会の役割が重要であることから、委員会の横のつながりを強
化し、活性化に向けた取り組みをさらに図るとともに、行政や医療関連団体等との連携強化にも取り組んで
いく。
　昨年度実施した、「このコロナ禍において、オンライン授業への対応、臨地実習調整及び学生のメンタルヘルス対
応等、看護教員の業務過多が浮き彫りになってきていることから、看護教員の働き方に関する実態調査、看護師基
礎教育4年制に向けた情報共有」の結果を元に政策要望の展開を行う。
　災害・パンデミック等に対する支援体制の強化として、災害・パンデミック等発生時に、日本看護協会及び茨城県「災
害時の医療救護活動についての協定」の締結に沿った実動性のある活動に向けた連携強化を図る。
●実施内容
１) 入会率 50% 以上の獲得
　⑴　看護学生に向けた看護協会事業のＰＲ
　⑵　会員獲得に向け、再入会及び入会継続への勧奨
　⑶　会員特典（賛助会員制度ＰＲ及び、会員特典の展開）
２) 県内訪問看護ステーション及び看護小規模多機能型居宅介護事業所の業務効率化
　⑴　利用者の多様化及び新興感染症等さまざまな危機に対応できる人材育成
　⑵　在宅領域における医療ＤＸ導入事例等の情報発信
３) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　⑴　委員会の活性化
　⑵　医療関連団体等との看護政策に係る連携強化
　⑶　看護教員に関する調査を踏まえた政策要望への展開
　⑷　地区会員のネットワークの構築
４) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
　⑴ 　日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての協定」の締結に沿った実動性のある活動

に向けた連携強化
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重点事業：
１　専門職としてのキャリア継続の支援と生涯学習の推進
　１) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　２) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　３) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　
２　看護職の働き方改革の推進
　１) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　２) タスクシフト・タスク／シェアの推進
　３) 地域における看護職の就業及び復職支援

３　地域における看護提供体制の強化
　１) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　２) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍推進
　３) 産業領域におけるエビデンスに基づく保健師等の活躍促進に向けての取り組み

４　組織基盤の強化
　１) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　２) 会員の確保・定着 ( 入会率５０％以上の獲得 )
　３) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化

－ 41－



事業概要
●重点事業とした理由・背景
　看護職を取り巻く変化の一つに、地域包括ケアシステムの構築が進み、医療も「病院完結型」から「地域
完結型」へ移行している。看護の質の向上を目的とした看護職のキャリアに応じた継続教育に更に取り組ん
でいく必要がある。新たな社会のニーズに対応できる質の高い看護を提供していくためには、様々な場で勤
務する看護職のキャリアアップのための支援を強化する必要があることから、本会としては、質の高いジェ
ネラリストの看護師の育成を図っていく。看護の本質ともいえる「ケアリング」や「看護理論」の看護への
適応を目的とした質の高いジェネラリストの看護師を育成するプログラムを評価・修正し、職業キャリアを
成熟させる支援が重要である。
　また、特定行為に係る研修制度は２０１５年に開始したが、各施設で、その人材を活かしきれていない状
況がある。特定行為研修修了者が自身の能力を発揮し、自組織において役割を遂行できるように自組織の環
境を整え、特定行為研修終了後の継続学習の支援と知識・技術・態度のブラッシュアップのための支援を継
続して行う必要がある。
　認定看護管理者教育については、引き続き多様なヘルスケアニーズを持つ個人・家族・地域住民に対して、
質の高い組織的看護サービスを提供できるよう、認定看護管理者の育成に努める。また、看護管理者は課題
解決のため幅広い研修へのニーズに対応する認定看護管理者教育課程の教育内容を補完する多くの研修の企
画が必要である。
●実施内容
１) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　⑴ 　教育研修によりあらゆる分野で活動する看護職の実践力の向上を図り、看護職のキャリア成熟（関心

性、自律性、計画性）や生涯学習（継続的専門能力支援）につながる支援をする。
２) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　⑴　ファースト・セカンド・サードレベル３教育課程の開催
　⑵　看護管理実践後のフォローアップ研修 
  ⑶ 　新たな認定看護管理者制度及び認定看護管理者に求められる能力に基づいた各課程のカリキュラムの

策定
３) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　⑴ 　特定行為研修修了者の働き方や役割、院内の体制整備に関する研修や研修修了者のスキルアップ研修

の開催（オンデマンド配信も実施）
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　人口構成の変化により労働力人口が減少する中、看護職として就労する者を一定程度確保する必要がある。
そのためには就労中の看護職及び定年後の看護職が働き続けられる職場の開拓支援や未就業中の潜在看護職
への復職支援さらに看護職を目指そうとする中高生への職業紹介等の周知活動に取り組む。
　また、医療機関においてタスクシフト・タスク／シェアの動きが加速する中、看護職の業務負担が大きく
ならないような対策が求められており、その一つとしてかねてから看護補助者へのタスクシフト・タスク／
シェアに取り組んできた。しかし、看護の現場は看護補助者不足のため、本来の看護業務と周辺業務（清掃、
片付け等）を担っている現状がある。今後は、看護職と看護補助者が協働して看護を提供できるような研修
を実施し、ハローワークとも協働して、一般の方に看護補助者の仕事について周知を進めていく。
●実施内容
１) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　⑴　健康で安全な職場（ヘルシーワークプレイス）推進の研修及び情報提供
　⑵　定着促進コーディネーターの活用推進
２) タスクシフト・タスク／シェアの推進
　⑴　管理者等研修における看護職のタスクシフト・タスク／シェア研修
　⑵　看護補助業務の周知
　　①ハローワークとの連携
　⑶　看護補助者研修
　　①日本看護協会からのＪＮＡ収録研修（「看護補助体制充実加算」対応研修）
　　② 200 床以下の施設対象への「看護補助者の質の向上」研修
　　③看護補助者の体験講習会及びリーフレット配布（ハローワーク協働）
３) 地域における看護職の就業及び復職支援
　⑴　ナースセンター相談体制の充実（県内５か所）
　　①求人施設訪問によるマッチング強化
　　②職業紹介責任者講習による相談員質の向上
　　③地域に必要な看護職確保推進による就業相談員の派遣協力
　　　（市町村主催の看護職合同進学就職説明会への参加協力）
　　④ＮｕＰＳの利用周知
　⑵　人生 100 年時代のキャリアプラン支援
　　① 45 歳以上の看護職を対象としたセカンドキャリア研修
　⑶　潜在看護師の就業支援
　　①未就業看護職への復職支援・相談
　⑷　将来の看護職確保に向けた取り組み
　　①外部関係団体との協働による看護職魅力発信イベントの出展（産業祭等）
　　②高校生の一日看護体験
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　2040 年の社会情勢は、生産年齢人口の減少、高齢人口割合の上昇、一人暮らし等の孤立化などが進むと
予想される。また、リスクの高い妊産婦の増加や育児の孤立化による産後うつ・子どもへの虐待等の問題が
山積しており、成育医療等の提供にあたっては、母子の心身に関する問題を包括的に捉えた適切な関わりが
求められている。
　このような社会状況下で、思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに
合わせ、看護職が地域の人々の健康と生活をどのように支えるかという視点で、看護提供体制のあり方をよ
り一層強化していく取り組みが必要となる。地域包括ケアシステムは、すべての人々の生活を地域で支える
ものであるとの考えであり、地域包括ケアシステムの推進により人々が疾病や障害を持って暮らすことに
なってもできるだけ生活の質を維持し、尊厳を持ってその人らしく生活できるよう、引き続き取り組んでい
く。
　さらに、在院日数が一層短縮され、療養の場が暮らしの場にシフトすることが見込まれる中で、医療機関
で活躍する看護職には、暮らしの場での療養が継続可能となるよう体制整備する役割が求められ、また、専
門性の高い看護職にあっては、所属する医療機関のみならず、地域の人的資源として活躍することが求めら
れる。
このような現状をふまえ、本会では、地域における保健師、助産師、訪問看護師等在宅医療を担う人材の確
保・育成・活躍促進に積極的に取り組むとともに、他職種とも連携しながらその力を十分に発揮していく体
制の構築を図っていく。
　また、在宅医療の中心となる訪問看護のさまざまな課題を一元的・総合的に解決し、訪問看護提供体制の
強化を図る拠点となる「訪問看護総合支援センター」設置に向けて茨城県及び、訪問看護事業協議会と連携
を重ねていく。
●実施内容
１) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　⑴　ウィメンズヘルスカフェの推進
　　・ 市町村での開催支援
　　　 （思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに合わせての看護職か

らの助言、語り場の提供）
２) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍促進
　⑴　訪問看護支援事業の継続と活用
　　・訪問看護総合支援センター設置に向けての検討
　　・訪問看護ステーション管理者間の交流の場の提供
　⑵　専門家活用の推進（政策要望・広報活動）
　⑶　地域における健康と療養を支える看看連携の推進
３) 産業領域におけるエビデンスに基づく保健師等の活躍促進に向けての取り組み
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　業務の効率化や会員入会促進に向けた取り組みは、本会全体を支える組織強化の基盤となるものである。
重点政策を着実かつ円滑な実施をし、看護職への更なる周知を図るとともに、看護学生から組織への認知度
を高め、入会促進につなげていく必要がある。広報活動の強化を図り、公式ウェブサイトやＳＮＳ等で看護
の新情報等をタイムリーに発信していく。
　さらに、本会の事業運営に賛同する企業・団体・個人等の賛助会員の支援を得て、本会事業の更なる発展
を図っていく。
　また、看護政策を推進していくうえで、地区活動の充実及び職能間の連携強化が重要であることから、委
員会（職能、地区、常任）の横のつながりを強化し、活性化に向けた取り組みをさらに図るとともに、行政
や医療関連団体等との連携強化にも取り組んでいく。
　災害・パンデミック等に対する支援体制の強化として、協会事業継続計画（BCP）の適切な運用・活用を
図り、次に、災害・パンデミック等発生時に、日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての
協定」の締結に沿った実動性のある活動に向けた連携強化を図る。
●実施内容
１) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　⑴　地区活動の充実及び連携強化、職能間の連携強化
　⑵　医療関連団体等との看護政策に係る連携強化
　⑶　地区会員のネットワークづくりを推進・強化
２) 会員の確保・定着（入会率５０％以上の獲得）
　⑴　会員不在施設及び、会員数減少施設への訪問（本会への要望・自施設課題の共有）
　⑵　会員福利厚生サービスの充実
　⑶　広報活動の強化
　　① 公式ウェブサイト及びＳＮＳ等の充実（会員へのウェブサイト活用方法の周知、活用推進・ウェブサ

イトの掲載内容をより充実、地区活動、看護の新情報等のタイムリーに発信）
　　② 賛助会員との交流（各種イベント等への出展、参画、協賛）
３) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
　⑴　協会事業継続計画（ＢＣＰ）の適切な運用と活用
　⑵ 　日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての協定」の締結に沿った実動性のある活動

に向けた連携強化
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5．看護職員の夜勤者の確保と負担軽減に工夫して取り組んでいること　【一部抜粋】5．看護職員の夜勤者の確保と負担軽減に工夫して取り組んでいること　【一部抜粋】

6．看護補助者の活用推進に向けて取り組んでいること　【一部抜粋】6．看護補助者の活用推進に向けて取り組んでいること　【一部抜粋】

・「看護職員の夜勤者の確保」として、夜勤専従者の配置、「負担軽減」として看護補助者の配置に取り組んでいる。
・できていない
・ライフスタイルに合わせて三交代と⼆交代を選べるようにしている。
・育児短時間制度取得中であっても，⼦が満 3歳になった後、夜勤を⽉ 2回程度お願いしている。
・看護師全体数の確保、時短勤務者の希望者に⽉に 1回夜勤を⾏ってもらう、夜勤専従者を希望者または交渉して承諾
してくれたスタッフに⾏ってもらう
・看護助⼿の採⽤ (⽇勤、夜勤共に )，他職種へのタスクシフト、シェア
・看護補助者の夜勤導⼊、夜間リリーフ体制の構築、仮眠時間と環境整備、夜勤専従者の配置など
・休みの配慮、賃⾦アップ
・⼦育て中の看護師に関しては、家族の協⼒が得られる夜勤体制とし、再雇⽤者は回数の制限等配慮している。
・派遣業者と契約し、看護補助者を 1〜 2名配属している
・夜勤の翌⽇は必ず休みとして、休息を取れるようにしている。
・夜勤以外に早番、遅番業務あり。夜勤の後は必ず休み、連休を組む。夜勤専従の看護補助者 (派遣 ) を採⽤。
・夜勤回数の上限設定。夜勤可能曜⽇の受け⼊れ。連続夜勤勤務なし。夜勤専従の導⼊。
・夜勤者の確保については正規職員でも無理強いはせず、夜勤ができない職員については遅番業務（21 時まで）を依頼
している。
・夜勤専従者の雇⽤、正規雇⽤以外に短時間勤務のパートの採⽤、他職種との連携、看護補助者の雇⽤

・１０対１看護では、2名夜勤体制のため、三交代勤務となり、⼆交代を希望する看護師は、７対１看護の部署のみの
配置となり、選択肢が少ない環境である。
・育児のために夜勤免除などを取得するスタッフが多いため、夜勤ができるスタッフと免除しているスタッフがどちら
も気持ちよく働ける⼯夫はないかと悩んでいる
・育児や疾患による夜勤免者、また産休育休による⼈員不⾜
・休憩の確実な確保
・給与アップ
・業務整理とモーニングケア、イブニングケア時のタスクシェア
・経験年数や能⼒が低いスタッフと組むスタッフが限られ、負担が多い。
・⼿当ての充実、業務改善や体制⾒直しにおける夜勤者以外の職員の理解、他職種の協⼒など
・常勤職員の確保
・⼈員確保、⼈材育成
・働き⽅の選択肢を増やしたいが、病院が検討してくれない
・⼊院患者が認知症を合併している際の対応（転倒転落・昼夜逆転・指⽰が⼊らず安全の担保が困難、⾝体的拘束に係
る看護職の業務負担）
・夜間配置加算の基準
・夜勤での仮眠や休憩時間が⼗分確保できていない
・夜勤の緩和、夜間の緊急⼊院等業務の負担軽減
・夜勤の時間外が減らない
・夜勤回数を⽉ /4 回の上限設定として取り組んでいるが、達成できていない。
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・夜勤業務に配置できる⼈数の確保。年間を通して安定的に確保することが困難（年度末退職者が多い、4⽉〜 6⽉新
⼈教育）時期がある。認知症⾼齢者の対応。夜勤回数に合わせた処遇改善。

7．看護補助者の活用推進に向けて取り組んでいること　【一部抜粋】7．看護補助者の活用推進に向けて取り組んでいること　【一部抜粋】

・ICUの重症患者には直接患者に関わる事は難しいと判断しており通常のメッセンジャー業務や物品補充、環境整備な
どを継続している
・タイムスケジュールを⾒直して、業務委譲を検討中
・外⼈の採⽤
・看護協会の標準研修の活⽤など
・看護業務のタスクシフト及び技術教育
・看護師全員に補助者活⽤のための研修を受講してもらい、協働する事の⼤切さ・ルールを学んでもらっている。
・看護助⼿の退職が続いているため、⼈材派遣会社を通じて募集をかけている状況
・看護補助者の教育（ラダー作成）
・看護補助者の研修、業務の⾒直し、配置場所考慮
・技能実習⽣の導⼊
・教育、看護協会等の研修の参加、院内での研修
・研修の実施、部署に所属しておりチームの⼀員として情報共有や業務分担を⾏っている、所属⻑である師⻑や産業カ
ウンセラーとの⾯談を⾏いメンタルサポートを⾏っている。
・従事者の希望する勤務時間に対し、柔軟な対応と理解を⽰す
・正社員、パートで対応していたが、派遣社員の選択が増え、充実してきた。
・積極的に研修に参加し作業マニュアルを作成し⽉に⼀度補助者会を開催し課題解決にとり組んでいる。
・担当看護師を決めたり、⽬標⾯接の他にも、年３回⾯談をしてフィードバックする
・定年退職後の再雇⽤。派遣看護補助者の採⽤。
・夜間ナースエイドアシスタントを派遣で⼊れた
・夜間の看護補助者の派遣導⼊

8．定年退職後の看護職員の雇用に関する課題　【一部抜粋】8．定年退職後の看護職員の雇用に関する課題　【一部抜粋】

・とくに管理職の定年延⻑後の配置が課題
・パートになる為、給料は減額になるが仕事量は同じであり体⼒的にも厳しいので退職される⽅もいる。雇⽤形態と賃
⾦の⾒直しが課題と思われる
・プラチナナースの活⽤
・管理職が退職後再雇⽤される場合、その⽅が退職でハラスメントから解放されたと思ったが⽮先の再雇⽤にショック
を受けた。⼈選の問題。
・規定がない
・規定の変更、スタッフの理解
・継続したいと思える環境や体制整備、勤務時間や業務内容等の対応、他職員の理解など
・再雇⽤の賃⾦
・体⼒的に病棟勤務が難しい職員が勤務する部署が限定される
・賃⾦の低下と、変わらぬ業務時間と業務内容
・定数になっているので夜勤もやってもらわなくてはならないこと
・同じ業務でも、給与が下がる事。

9．看護職員のタスクシフト /シェアはどの職種にどのような業務を委譲しているか　【一部抜粋】9．看護職員のタスクシフト /シェアはどの職種にどのような業務を委譲しているか　【一部抜粋】

・検査科の外来採⾎、事務の検査説明補助、看護事務業務を事務助⼿、救急外来の救命⼠配置、等
・検査技師：病棟採⾎業務。救命⼠：救急外来の夜勤業務。
・病棟クラークに書類整理、看護補助者に介護全般と伝票や検体提出を委譲している
・⽂書の電⼦カルテ内への取り込みを医事課事務員に委譲しています
・放射線技師による造影検査後の点滴抜去、夜間救急時の患者の移送
・リハビリ科のリハビリ中の吸引
・放射線技師に造影剤の点滴留置、抜去
・夜間の業務技術員に夜間の雑務を依頼している。また、患者への直接的なケアについての研修を実施し、看護師と共
に⾏ってもらう⽅向である。
・検査科の外来採⾎、事務の検査説明補助、看護事務業務を事務助⼿、救急外来の救命⼠配置、等
・検査技師：病棟採⾎業務。救命⼠：救急外来の夜勤業務。

－ 90－



・病棟クラークに書類整理、看護補助者に介護全般と伝票や検体提出を委譲している
・⽂書の電⼦カルテ内への取り込みを医事課事務員に委譲しています
・放射線技師による造影検査後の点滴抜去、夜間救急時の患者の移送
・リハビリ科のリハビリ中の吸引
・放射線技師に造影剤の点滴留置、抜去
・夜間の業務技術員に夜間の雑務を依頼している。また、患者への直接的なケアについての研修を実施し、看護師と共
に⾏ってもらう⽅向である。
・薬剤に関してはすべて薬剤部に委譲している
・薬剤のことなど専⾨部署に、退院時の説明など依頼。
・薬剤師に対し、定期処⽅や臨時処⽅の管理（医師への指⽰確認含む）、配役台⾞への分包
・薬剤師に内服にカートにセット

10．看護職員が働くうえで困っていること　【一部抜粋】10．看護職員が働くうえで困っていること　【一部抜粋】

・WLBを推進していることで⼊職する看護職員が多いためか、管理職を⽬指す職員がすくない
・カスタマーハラスメント、パワーハラスメントなど
・ハラスメントが増えており、その対応に温度差があること
・医師や患者家族からのパワハラ。
・特に医師は、看護師が我慢するしかない状況が続き、何も変わらない。
・育児⽀援制度が充実する⼀⽅で短時間勤務や夜勤免除者が増加し、⼈員確保が困難。職員数は定数制であり、診療報
酬上の看護配置が基準となっているが、⼊院⽇数が短縮化され、医療、看護密度が⾼く、7:1 でも⼗分な看護要員の確
保にはなっていない。
・看護業務の量が他職種に⽐べて相対的に多い
・内容が複雑で、可視化しにくいため他職種に理解してもらいにくい
・看護師以外でも実施できる業務が、なかなか他の専⾨職にタスクシフトできない
・看護職の賃⾦が低い。実施していることから考えたときにとても低い。また、いくら患者、家族とはいえハラスメン
トがひどい。暴⼒、⾔動の暴⼒、セクハラなど。⼀般社会において待遇が悪すぎる。⽇常⽣活のサポートを⾏っている
看護師、（排泄の世話など）患者や家族もやってもらって当たり前、そのような⾵⼟を変えていきたい。⽇常⽣活サポー
ト加算などつけてほしい！！
・看護師不⾜、今後どのように⼈⼿不⾜を補うか。
・管理職のサポート⽀援が不⾜している
・今の状態ではスタッフに管理職をすすめられない
・管理者不⾜になっていくと思う
・給与が安い。⽴場が弱い。
・残業が多い、常勤になりたいが、⼦供を⼣⽅まで預けられない。病児保育がない。
・仕事の満⾜度が上がらない。やりがいを感じられていないこと。
・⼦育て⽀援や病気休職後の看護師を独⾝看護師が⽀えているが、どうしても業務や役割の偏りが出てしまう。能⼒に
応じて対応をお願いしているが、⼿当や処遇には反映できていない。中堅看護師層の⼈材が減っているため、継続的な
看護師育成に不安がある。医師のタスクシフト・シェアは求められるが、看護職員の業務は⼀向に減らない。医師以外
の他職種にタスクシフト・シェアや業務改善の理解と協⼒が得られると良い。永く働きたいがベテラン看護師こそ給与
が上がらない（下がっていく）。
・⼦育て世代が多く、みんなで協⼒はしているが、なかなか時間で帰れないという現象がある。全体的な⼈材不⾜が深
刻な状況だと感じる。
・⼦育て世代のプライベートとの両⽴
・紙ベースの書類が多いこと、医師の協⼒が得られないことがあること
・⼈員不⾜、⼿当が低い、建物が古い、機材が古く修理が多い（⾞椅⼦、ベッド、建物など）、スタッフの⾼年齢化（⾼
年齢でも使える器材がない）
・⼈員不⾜による年休消化不⾜
・認知症患者の増加に伴い業務量の増加
・役割が多い
・外来看護師が看護師としての仕事ができていない。事務仕事が多い。
・様々な加算などにより作成書類が増え、実施しなければならないこと、それに伴う記録など増える⼀⽅。覚えるのも
⼤変。タスクシフトできることがあるのではないかと思っている。
・良好は⼈間関係を保つこと
・倫理的思考⾏動を求められるがあまり環境や設備を整っていないのに⾝体抑制解除をもとめると医療安全との間に挟
まれて疲弊している
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令和6年度　看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）に関する実態調査報告

資料 15
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345 122 26
306 154 32

158 225 104
220 207 64

148 229 94 37
167
207

350
268

189
302

220 92 29
217 60 24

139 15
190 44

175 75 69
176 20

15
16
21
17

10

6
4
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204 155 101 37 11

117 228 114 49
248 238 17 5
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令和7年度予算編成に伴う茨城県への要望・回答
資料 16
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令和6年度　茨城県ナースセンター事業報告
資料 17
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令和6年度　茨城県母子保健センター運営事業報告
資料 18
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令和6年度いばらきがん患者トータルサポート事業報告
資料 19
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令和6年度　訪問看護支援事業報告
資料 20

－ 116 －



令和6年度　助産師活用推進事業報告
資料 21
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土浦訪問看護ステーション事業報告
資料 22
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鹿嶋訪問看護ステーション事業報告
資料 23
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訪問看護ステーション絆　事業報告
資料 24

－ 122 －



 
 

－ 123 －



 
 

看護小規模多機能型居宅介護事業所　絆　事業報告
資料 25
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令和6年度　日本看護協会会議等への出席  
資料 26

会　　議　　名 開　催　日 出席者名 役　　職

日本看護協会理事会 年 6回 白川　洋子 会長

法人会員会 年 5回 白川　洋子 会長

DiNQL 事業説明会 5/24
中島　貞子 専務理事

竹川　美枝 総務部次長

日本看護協会通常総会 6/6 白川　洋子 会長

全国職能別交流集会 6/7 白川　洋子 会長

都道府県看護協会会員情報管理情報交換会 7/4
中島　貞子 専務理事

成田　靖子 主任

都道府県看護協会看護労働担当者会議 7/18 橋本　泉 常任理事

全国職能委員長会

8/2・3/7

光畑　桂子 保健師職能委員長

齋藤　悦代 助産師職能委員長

檜山　千景 看護師Ⅰ職能委員長

8/2 小野寺　郁子 看護師Ⅱ職能委員長

3/7 玉主　祥子 看護師Ⅱ職能委員長

都道府県看護協会教育担当者会議
8/8 長山　一恵 常任理事

2/4 長山　一恵 常任理事

都道府県看護協会図書室担当者会議 9/12 菊池　健太郎 事務局次長

医療事故調査制度に関する情報交換会 9/18 橋本　泉 常任理事

都道府県看護協会政策責任者会議 9/19
白川　洋子 会長

中島　貞子 専務理事

公益法人運営に関する勉強会 9/27
高橋　上 事務局長

榊　典子 経理担当リーダー

日本看護協会地区別法人会 10/9
白川　洋子 会長

中島　貞子 専務理事

地区別職能委員長会 10/10

光畑　桂子 保健師職能委員長

齋藤　悦代 助産師職能委員長

檜山　千景 看護師Ⅰ職能委員長

玉主　祥子 看護師Ⅱ職能委員長

都道府看護協会広報担当役員会議 11/7
竹川　美枝 次長

成田　靖子 次長

認定管理者教育課程の見直しに関する説明会 11/7 白川　洋子 会長

都道府県看護協会・訪問看護連絡協議会合同会議 11/14
中島　貞子 専務理事

菊池　健太郎 事務局次長

日本看護協会　准看護師養成停止に向けた本会と連携した活動 11/19 白川　洋子 会長

看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト /シェア全国セミナー 11/27 長山　一恵 常任理事

公益法人制度改正に伴う勉強会 11/29
高橋　上 事務局長

竹川　美枝 総務部次長

都道府県看護協会健康危機管理担当者会議 12/19
橋本　泉 常任理事

青木　健二 災害看護委員長

認知症高齢者の看護実践に必要な知識および小児在宅移行
支援者育成研修に関する説明会

12/9 長山　一恵 常任理事

日本看護協会　准看護師養成停止に向けた意見交換会

9/26

11/19

1/27

白川　洋子 会長

中島　貞子 専務理事

長山　一恵 常任理事

橋本　泉 常任理事

高橋　上 事務局長

菊池　健太郎 事務局次長

竹川　美枝 総務部次長

全国看護基礎教育担当役員会議 2/4 長山　一恵 常任理事

看護師の特定行為研修に係る説明会 2/22
中島　貞子 専務理事

長山　一恵 常任理事
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令和6年度各審議会並びに主な委員会等への参画
資料 27

出席役員名 審議会等 委員委嘱団体名

白川洋子会長 茨城県医療審議会委員 茨城県保健医療部

茨城県心神喪失者等医療観察制度運営連絡協議会 水戸保護観察所

茨城県総合リハビリテーションケア学会理事 茨城県総合リハビリテーションケア学会

茨城県地域ケア推進センター運営協議会幹事 茨城県医師会

筑波大学附属病院病院経営協議会 筑波大学附属病院

茨城県地域医療対策協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県地域医療対策協議会周産期医療部会 茨城県保健医療部

茨城県地域医療対策協議会小児医療部会 茨城県保健医療部

筑波大学附属病院看護師特定行為研修管理委員会 筑波大学附属病院

茨城県地方薬事審議会委員 茨城県保健医療部

茨城県要保護児童対策地域協議会保健・医療部会 茨城県保健医療部

茨城県糖尿防対策検討部会委員 茨城県保健医療部

茨城県社会福祉協議会評議員 茨城県社会福祉協議会

茨城県合同輸血療法委員会世話人 茨城県薬務課

土浦市老人福祉計画及び介護保険事業計画推進会議委員 土浦市

土浦市防災会議委員及び国民保護協議会委員 土浦市

茨城県へき地医療支援計画策定会議構成員 茨城県へき地医療支援機構

茨城県医療勤務環境改善支援センター運営協議会 茨城県保健医療部

地方独立行政法人茨城県西部医療機構評価委員会 筑西市保健福祉部

茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会世話人 茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会

茨城がんフォーラム運営委員会 茨城県保健医療部

茨城県医療費適正化計画策定委員 茨城県保健医療部

茨城県要介護認定適正化委員 茨城県保健医療部

中島貞子専務理事 茨城県がん診療連携協議会部会員 茨城県立中央病院

茨城県立医療大学看護師特定行為研修管理委員会 茨城県立医療大学

水戸保健医療福祉協議会委員 茨城県中央保健所

水戸地域医療構想調整会議委員 茨城県中央保健所

水戸市社会福祉審議会高齢福祉専門分科会委員 水戸市福祉部

保健師人材育成推進検討会に係る委員 茨城県保健医療部

茨城県保険者協議会委員 茨城県保険者協議会

地域医療連携推進懇談会運営委員会委員 茨城県立中央病院

日常生活自立支援事業に係る「契約締結審査会」委員 茨城県社会福祉協議会

健康いばらき推進協議会委員 茨城県保健医療部

いばらき高齢者プラン 21 推進委員 茨城県保健医療部

茨城県高齢者権利擁護対策推進委員会委員 茨城県保健医療部

総務会計委員 公益財団法人日立メディカルセンター

茨城県立医療大学認定看護師教育課程教員会 茨城県立医療大学

茨城県認知症施策推進会議委員 茨城県保健医療部

茨城県専任教員養成講習会運営委員 茨城県立医療大学

茨城県入退院支援連携ガイドラインワーキンググループ会議委員 茨城県医師会

茨城県総合がん対策推進会議委員 茨城県保健医療部

茨城キリスト教大学看護学部臨地実習連携委員会 茨城キリスト教大学

茨城県循環器病対策推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県循環器病対策推進協議会委員（脳卒中対策検討部会・心疾患対策検討部会） 茨城県保健医療部

茨城県社会福祉審議会委員 茨城県保健医療部

茨城県福祉人材センター運営委員会委員 茨城県社会福祉協議会

茨城県難病医療連絡協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県在宅医療推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県防災会議委員 茨城県

茨城県国民保護協議会委員 茨城県

茨城県難病相談支援センター運営委員会委員 茨城県難病相談支援センター

水戸地域医療構想調整会議委員 水戸市

長山一恵常任理事 茨城県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県院内事故調査委員会委員 茨城県医師会

茨城県医療事故調査等支援団体連絡協議会委員 茨城県医師会

茨城県献血推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県総合リハビリテーションケア学会学術集会実行委員 茨城県総合リハビリテーションケア学会

橋本泉常任理事 茨城県医療安全対策委員会委員 茨城県保健医療部

茨城県医師会救急・災害医療委員会委員 茨城県医師会

水戸市感染症対策連携会議委員 水戸市

茨城県障害者施策推進協議会委員 茨城県福祉部

茨城県障害者差別解消支援協議会委員 茨城県福祉部

茨城県水防協議会委員 茨城県水防協議会

水戸市防災会議委員 水戸市
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保健師職能委員会活動計画

資料 28

開　催　日 場　所 内　容

職
能
集
会

令和 7年 6月 27 日 茨城県看護研修セ

ンター

＊オンライン併用

令和 6年度　職能委員会活動報告

令和 7年度　職能委員会活動計画

講演テーマ

「職場での適応障害への対応

～労務管理と健康管理の連携のコツ～」

講師：筑波大学医学医療系　笹原　信一朗　

委
員
会

6 回予定 茨城県看護研修セ

ンター

・委員会活動の検討

・研修会企画・準備・評価

・日本看護協会会議及び理事会報告

・委員会活動の評価・次年度計画立案

研
修
会

令和７年 11 月 10 日 茨城県看護研修セ

ンター

ファシリテーションの基礎と事例検討会の手法

を学ぶ

講師：保健師職能委員
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そ
の
他
事
業

令和 7年 6月 26 日

令和７年 7月

令和 7年 8月

令和 8年 2 月

令和 8年 3 月

東海村中央公民館

地域

茨城県看護研修セ

ンター

会場未定

ウィメンズヘルスカフェ　

＊住民向け・東海村とのコラボ

「骨粗しょう症予防と骨盤底筋体操」講師として

参加協力

まちの保健室に参加し、多職能連携及び住民に

保健師活動を知ってもらう

茨城県内保健師関係団体の長による会議

会議の開催を通して、保健師の連携強化を図る

委員会ニューレター作成（看護いばらき掲載）

採用イベントに参加し、保健師の魅力発信およ

び協会加入を促す
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助産師職能委員会活動計画
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看護師職能委員会Ⅱ活動計画
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常任委員会活動計画
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地区活動計画
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令和7年度　教育研修計画一覧
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区　　分 委　員　会　名　 任務の対象となる事項

常任委員会
看護労働改善事業委員

会

会員の福利厚生に関する事項，看護職の労働条件の改善及

び職場環境改善に関する事項

教育委員会 看護職の教育計画及びその実施に関する事項

業務委員会 看護職の業務に関する事項

広報委員会 看護協会の広報に関する事項，機関紙の発行に関する事項

学会委員会 茨城県看護研究学会等学会の企画及び実施に関する事項

認定看護管理者教育運

営委員会

認定看護管理者教育の企画，実施及び審査に関する事項

医療・看護安全対策推

進委員会

医療及び看護の安全対策の推進に関する事項

災害看護委員会 災害看護に関する事項

特別委員会 倫理審査委員会 看護職が行う看護研究に関しての倫理審査に関する事項
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５　　令和 7年度日本看護協会通常総会代議員及び予備代議員名簿

－ 154 －



  

  

  

  

  

  

  

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

６　令和 6年度公益社団法人茨城県看護協会役員名簿
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７　会員数と入会率
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8　令和 6年度賛助会員名簿

9　会員福利厚生
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10   令和 6年度「愛の募金」受入れ一覧
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11　令和６年度「一般寄附金」受入れ　一覧
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12　調査その他日本看護協会事業への協力
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13　令和 6年度後援名義使用承認事項
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日本看護協会歌

光 求めて
山本　敏子　作詞

小椋　佳　　補作詞・作曲

１．大空のもと　光求めて
　　　看護の心　胸深く
　　両手にかざす　愛のほむらは
　　　静かに燃える　優しく燃える
　　今　この時　そして明日に

２．さざなみに揺れ　光求めて
　　　看護の願い　胸熱く
　　つなぐその手に　通う血潮は
　　　さやかにとける　優しくとける
　　ただ　ひとすじ　またひたむきに

３．そよ風に乗り　光求めて
　　　看護の祈り　胸清く
　　枕べにたつ　花の香りは
　　　ほのかに匂う　優しく匂う
　　今　この時　そして明日に
　　今　この時　そして明日に
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